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流動部門

多様性保全研究分野

平井啓久,正高信男,果山節,川本芳,

松林清明,室山泰之,高井正成,

田中洋之,渡逸邦夫,早野あづさ (非常

勤研究員)

<研究概要>

A)アジルテナガザルの亜種分化に関わる総合調査

平井啓久,田中洋之 (免田遺伝分野),

早野あづさ (流動部門非常勤研究員),

福富憲司 (情報検索室)

スマ トラ島のアジルテナガザル,ボルネオ島のア

ジルテナガザルおよびミューラーテナガザルを艶色体,

DNA,形態から解析した総合データを報告杏としてま

とめた.さらに,これらのデータにおける各項 目 (敗

色体タイプ,DNAタイプ,形態特性および生息分布)

の関連性を検索できるように,一般向けのデータベー

スを作成 した.

B)アジルテナガザルおよびミューラーテナガザルの

マイクロサテライ トDNA解析

早野あづさ (流動部門非常勤研究員)

田中洋之 (集団遺伝分野),平井啓久 (迫伝

子情報分野)

アジルテナガザルの亜種分化に関する研究の一環

として,インドネシアスマ トラ島およびボルネオ島で

採集されたテナガザルサンプルを用いて,マイクロサ

テライ トDNA多型解析を行った.この結果,アジルス

マ トラ亜種,カリマンタン亜種,ミューラーテナガザ

ルの 3着は遺伝的に明瞭に区別され,独立の保全単位

として重要であることが明らかになった.また,典団

サイズの変動解析からアジルスマ トラ亜種が過去にボ

トルネ ックを受けた可能性を示し.この亜種に特異的

な敗色体変異は,祖先袋田の縮小分断時に生じ,その

後個体数の回復に伴って迫伝的浮動によりこの亜種内

に急速に固定したことを示唆した.

C)テナガザル類における種特異的音声の多様性に関

する研究

正高信男 (認知学習分野),杉浦秀樹 (社会

構造分野),田中俊明 (野外施設教務補佐員),

親川千紗子 (大学院生),香田啓貴 (大学院
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生)

インドネシアに生息する野生アジルテナガザルを

対象にテナガザルの音声の多様性に関する研究を行っ

ている.本年度はスマ トラ島集【乱 カリマンタン島集

団の音声収集,音響分析を行った.分析の結果,音声

には音響的に頑健な個体差があることと地域差が存在

することが明らかとなった.

D)テナガザルの音声の柔軟性やその発達

親川千妙子 (大学院生),香田啓貴 (大学院

生),田中俊明 (野外施設教務補佐員),

杉浦秀樹 (社会構造分野),正高信男 (認知

学習分野)

テナガザルのゴドモの歌がどの程度親の歌の影響

を受けるか検証するために,発声行動が未熟なコドモ

を持つグループを対象に,I)コドモの発声時の状況,

2)コドモの音声がどのように親の影響を受けているか

菅轡的な類似性を分析した.

その結果,1)コドモが発声する場面はほとんど親

がデュェットをおこなっている状況であること,2)親

とコドモは発声のタイミングを合わせて同じ様なパタ

ーンの音声を発声しその音声パターンは非常に類似性

が揃いこと,などが明らかになった.

E)マカカ属サルの系統関係

川本芳 (集団遺伝分野)

インドネシアのボゴール農科大学の研究者と共同

で.8月に西部ジャワ州のインド洋上にあるTinjil島繁

苑コロニーのカニクイザル人為導入群の遺伝的特性を

調査した.

F)タイ国ロプリのカニクイザルで見られた道具使用

行動について

法連邦夫 (ニホンザル野外観察施設)

タイ国ロブリ市において.カニクイザルがヒトの

髪の毛を使って歯磨きをする行動を観顛した.遺跡に

棲む神聖化された一群でのみ頻繁に見られる行動であ

り,特殊な環境で獲得された道具使用を含んだ文化的

行動であると考えられ,現在分析を行っている.

､<研究業績>
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